
・ CFOの矢野でございます。

・ 本日は、当社の第3四半期決算の状況について、既に開示しております「2023年度第３四半期決算報告」の

資料に基づき、ご報告させていただきます。

・ なお、ページ番号は、資料の右下にある数字でお話しします。
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・ 1ページをご覧ください。

・ 本日お伝えしたいポイントをまとめています。

・ まず、2023年度第3四半期の業績ですが、昨年来、日本及び各国で実施してきた価格改定効果を主因に、売

上収益は前期比プラス9.5%、既存事業コア営業利益は前期比プラス41.8%の増収・増益となりました。

・ 事業部門別の動向ですが、まず、国内即席めん事業です。

・ 6月に2年連続となる価格改定を実施しましたが、数量は前期比微減にとどまり、増収増益となりました。インフレが

続く環境下、価格コンシャス商品で需要を着実に取り込みながら、レギュラー商品への回帰を狙った施策が奏功し、

第2四半期以降、商品ミックスの改善が進んでいる状況です。

・ 次に国内非即席めん事業です。

・ 国内非即席めん事業は、日清ヨーク・湖池屋が好調を維持し、増収・増益となりました。日清ヨークは、7月の価

格改定後も、ピルクルシリーズを中心に好調をキープしていることに加え、ヨーグルト飲料の十勝シリーズも足元で大

きく伸長しています。湖池屋も、7月の価格改定がありましたが、主力商品を中心に数量が右肩上がりで増加して

おり、本日、通期業績予想を、再度、上方修正しております。

・ 最後に海外事業です。

・ 海外事業は引き続き増収・増益となりました。米州・アジア・EMEA地域は増収・増益。中国地域はマクロ環境が

非常に厳しい中で減収となりましたが、数量の改善や資材コスト減少もあり、増益で着地しております。なお、米国

事業の10-12月期の数量は増加に転じており、一時費用11億円を除いたベースの利益は前年同水準となり、

高い利益率をキープしております。
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・ 3ページをご覧ください。

・ 左側に「決算開示ベース」の第3四半期実績を記載しております。

・ 売上収益は、即席めん事業、非即席めん事業、海外事業の3事業いずれも増収となり、5,489億円、前期比プ

ラス475億円、プラス9.5％の増収となりました。

・ 既存事業コア営業利益も、3事業いずれも増益となり、728億円、前期比プラス214億円、プラス41.8％の増益

となりました。

・ 売上と既存事業コア営業利益ともに、第3四半期としては過去最高を更新しています。
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・ 4ページをご覧ください。

・ こちらのページは第3四半期の既存事業コア営業利益の増減要因を分析したもので、細目は「為替一定ベース」

で表示しております。

・ 左から2番目のピンクのグラフでお示ししている売上収益変動の増加要因が、3番目および4番目のグレーのグラフ

のコスト増加要因を上回ったことを主因に、増益着地となりました。

・ 国内事業・海外事業で分けて分析しますと、ご覧の通り、海外事業は資材価格の上昇トレンドが落ち着き、価格

改定効果がダイレクトに増益に寄与したかたちとなりました。国内事業は、引き続き原材料やエネルギーなどのコス

ト増加要因がありますが、価格改定効果などでカバーし、増益に転じています。

・ 2022年度第2四半期より持分法適用会社化したプレミアフーズなど、持分法損益も増益に寄与しました。
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⦁ 続きまして、5ページはセグメント別の決算サマリーです。引き続き、全セグメントで、増収増益となっています。次ペ
ージ以降で詳しく説明いたします。
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・ 6ページをご覧ください。

・ こちらはセグメント別売上収益実績のブレークダウンです。

・ 国内即席めん事業は前年比プラス121億円、プラス6.1％の増収となりました。今年の6月に2年連続となる価格

改定を実施しましたが、数量を前期比微減に留め、堅調に推移しております。

・ 価格改定直後は、需要の強い価格コンシャス商品を中心に販売を強化し、7月以降は、価格コンシャス商品から

レギュラー商品へのシフトを狙い、新商品や拡販費の投入といった施策を戦略的に行ったことで、レギュラー商品の

数量は概ね前年並みに回帰しました。

・ 国内非即席めん事業は、前期比プラス153億円、プラス12.8％の増収となりました。引き続き、日清ヨークと湖池

屋が増収に大きく寄与し、日清ヨークは昨年9月発売のミラクルケアの一巡もある中、引き続き前年比数量増を維

持しております。湖池屋も今年の7月に実施した価格改定以降の数量がダブルディジットで成長しています。

・ 海外事業は、前期比プラス190億円、プラス10.4%のダブルディジット増収となりました。マクロ経済環境が逆風に

ある中国のみ減収となっていますが、他の海外地域は全て増収となり、貢献の大きい米州地域に加え、アジア地域

も大きく海外事業を牽引しました。
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・ 7ページをご覧ください。

・ セグメント別コア営業利益の実績です。

・ 国内事業については、円安傾向が継続していることから、資材・エネルギーコストが前期比では増加しており、収益の圧

迫要因となっていますが、期初に見込んでいたコストの増加の内側に入っている状況です。

・ 国内非即席めん事業は、日清ヨーク、湖池屋がドライバーとなり、前期比プラス65億円、2.2倍の増益となりました。

・ 海外事業は、増収効果に加え、資材コスト減少等の要因もあり、前期比プラス143億円、1.7倍の増益となりました。

・ また、昨年第2四半期から持分法化したプレミアフーズをはじめ、持分法適用会社の好業績によるプラスオン効果も増

益要因となりました。
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・ 9ページをご覧ください。ここから15ページまでは、各セグメント別の「事業の状況」です。

・ まず、国内即席めん事業ですが、概ね計画線での順調な進捗と評価しています。

・ 販売数量は前年同期と同水準、2年連続の価格改定効果もあり、前年の売上収益を上回って推移しています。

これは、国内においても様々な食料品価格が上昇するなか、相対的に低価格の即席めんの需要が伸びていること

が背景にあると考えています。

・ 日清食品では、「あっさり」シリーズなどの価格コンシャス商品の販売をこれまで強化してきましたが、価格改定以降、

付加価値型の新商品を投入することでカップヌードルレギュラー商品の需要回復につなげ、二極化する消費者ニー

ズにしっかり対応することができました。この結果、数量・金額とも市場を上回る販売実績となりました。

・ 明星食品では、「ロカボNOODLES」などの高付加価値商品の販売が高水準を維持していることに加え、「一平ち

ゃん夜店の焼きそば」や「チャルメラ」など主力ブランドも順調に推移しております。

・ 足許の資材・エネルギー価格につきましては、期初予想よりも少ない水準で推移しているものの、為替や中東情勢

など地政学リスク、エルニーニョ現象による干ばつの懸念など、相場を押し上げる懸念材料も出てきておりますので

引き続き注視していく必要があると考えております。
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 10ページをご覧ください。

 ほぼ全ての事業会社で増収・増益となっていますが、引き続き、特に日清ヨーク・湖池屋のビジネスが好調で、利

益面での貢献が大きくなってきています。
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・ 11ページをご覧ください。

・ 海外事業も、マクロ経済環境の影響を受けた中国地域を除き、好調に進捗しております。

・ まず、米州地域です。2022年8月に平均36%の価格改定を実施した米国事業が全体を牽引している構図が続
きますが、第3四半期単体の利益を切り取ると、第3工場関連の一時費用11億円を計上した影響もあり、利益率
が低くみえます。ただし、こちらの一時コストを除くと、価格改定効果が一巡する中で、前年同期と同等水準である、
10％台後半の利益率を維持しております。

・ 米国の即席めん市場全体は、各社の価格改定後も強い需要環境が続いていますが、足元では少し落ち着きつつあ
る状況で、数量ベースでは概ね前年横這い圏の水準となっています。

・ 米国日清の数量実績ですが、上期は前年の価格改定前の駆け込み需要の反動などもあり、プレミアム群を中心に
前年同期比で1桁台後半の減少となりましたが、第3四半期以降、ブランディングの要となるプレミアム群の数量が前
年水準並みまで回復しつつある状況です。第4四半期は各種キャンペーンによる販促活動を通じて、このモメンタムを
加速化して行きます。

・ 速報ベースとなりますが、販促活動の押し上げ効果もあり、足元1月の販売数量は2020年4月のパンデミックを超え
過去最高を記録し、ベース・プレミアムとも前年同月比ダブルディジットで増加しています。なお、年間の数量は期初
目標である前年水準圏までもっていきたいと考えています。引き続き、日清ブランド定着と数量維持に向け、拡販費
やマーケティング費用などをしっかり使っていく予定です。

・ メキシコは、袋めん市場が拡大基調にあるなど、堅調な需要を背景に引き続き数量が伸びていること、また、価格改
定効果もあり、増収・増益となりました。利益率も、着実に上昇しています。

・ ブラジルは、第1四半期に発生していた生産トラブルは解消したものの、第3四半期は豪雨やハリケーンによる地域全
体の停電の影響に伴う生産数量減により、数量は前年割れとなりましたが、今年6月の価格改定効果により増収と
なりました。

・ 第3四半期までの累計では、利益面は資材の下落影響はあったものの、生産数量減により減益となりました。市場
全体の需要は底堅い状況が続いていますので、既存工場の生産体制強化を進めることで、早期のキャッチアップを目
指していきます。
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・ 12ページをご覧ください。

・ 中国地域は、景気減速による消費センチメントの悪化や若年層の失業率拡大など厳しい状況が続いており、中

国沿岸都市部の主力購買層の購買力低下により苦戦しています。

・ 一方、都市部から少し離れた内陸、特に当社が従来十分にカバーできていなかった北部・西部地区での新たな販

路開拓が徐々に進んできたことで、主力の合味道ブランドの販売数量も改善傾向にあります。

・ 利益面は、新たな地域での販売拡大に加え、資材コストの上昇が落ち着いてきた影響もあり、第3四半期通期で

は前年を超える利益水準で着地しております。ブランドイメージの維持・向上や消費者の掘り起こしのため、販売

促進活動を継続し、中長期的な顧客層の拡大を目指します。
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 13ページをご覧ください。

 アジア地域は、市場でのプレゼンスが着実に拡大しているタイを筆頭に、持分法適用会社の収益回復もあり、増

益基調が継続しています。
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 14ページをご覧ください。

 EMEA地域は、第3四半期までの累計では、順調に利益が積みあがっていますが、第3四半期単体では前期比

減益となっています。これは、持分法適用会社2社の影響が大きく出ていることが主因です。

 まず、マルベンですが、持分法収益は取込み時期にズレがありますので、当社の第3四半期、同社の第2四半期の

期間のルーブルが対円で下落したことから、円ベースでは減益でしたが、現地通貨ベースでは増益となっています。

 また、プレミアフーズは、最需要期である10-12月期を見据えたマーケティング施策を7-9月期に投入した影響で、

当社の第3四半期・同社の第2四半期では一時的に減益となりましたが、次の当社の第4四半期は増益基調に

戻る見込です。
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・ 15ページをご覧ください。

・ 米州地域の設備投資につきましてもお話します。既に皆さまにもお伝えしております2023年11月9日リリースの米

国サウスカロライナ州グリーンビル新工場の建設に続いて、2023年12月6日には、ブラジルのパラナ州ポンタグロッ

サ新工場の建設に関するリリースをしております。

・ ブラジルでは、1981年稼働のイビウナ工場、2012年稼働のグロリアドゴイタ工場に次ぐ3番目の生産拠点となりま

す。2024年6月に着工し、2026年3月の稼働開始を予定しています。拡大するブラジルの即席めん需要に対応

するとともに、輸出用製品の生産強化や即席めん以外のカテゴリも含めた製品ラインアップの拡充を図り、さらなる

収益の拡大を目指していきます。

・ 私からの説明は以上となります。
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